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酒 の 生　 理 　 學

小 山 長 四 郎 ，

本丈 1‡ARevi ・w 。f　th ・ Eff・・ts ・f　A1 ・・h ・ 1 ・ n 　Man （V．　G ・11ang・．　L・ nd ・・ 1931）及 び H ．　Em 。，s・ n の編

纂 し7こ Alcohol　and 　Man （Macmillan ．1933）一 ： ：の 兩書の説述 す る ミ ころ々 相 互 1：取捨選擇 して飜譁する こ

ミ に よつ て 、 飮酒 t人 鱧 ミの 關係 t：關 す る通俗的解説の エ ン サ イ ク ロ ペ ジ ァ な提供す る L：あ る 。 前者は1929 − 31

年 の問欽定委員會 が 酒類販賣免 許制度 調査 1：っ い て英國で設け られ六際 、之 こ な らん で 英國 の 鐸 々 7二る政 治 家學

者 Ltよつ て私 的調査會が設立 さ れ 、か くして 飮酒の 生 理 的靨學的祉 會衞生 的觀點 及 び 祓會 的經濟的觀點 ミ い ふ 二

方面か ら調査 され 、 こは 2 册 の 調査報告書 t しく 發表 され tこ。 本書は その 前牛 を な す 。 後 者は米國 1二お い て禁酒

賛酒論 の かまび す しき時 、 各方面の 專門家が飲酒の 生理學及 び 醫學街進んで 心 理學、砒會衞生學、人 種逡傳學等

各方面1：互 つ て嚴 正 公 卆 な立場か ら執筆 し †こ論丈集であ る 。 何 れ も難解 な専門的知識 iVZES易 1；且 邇俗的 L：解覗 し

す二 。尚 それ以上 塚 重 ぜ ね ば な らぬ こ 戯 ‡その 執筆態度の 公夲な持 し
、 以て ドラ イ或は ウ ヱ ツ ト兩tatt秋毫 も遍 ¢

ざ ろ存念願 ピ しt：二 t であ る 。

　舊膿 よ vJ　ra春 L：か け酒造業並び に そillt關心 な 有す る もの な して セ ン セ エ シ
ー
H ナ ル な感情な 煽 つ †こ もの は誼喪

新聞紙上 の 黒野勤松浦兩博士 の 論載 で あつ アこ。 しか し我 圃には不 幸に し て この ttt題 1：っ い て の 逋 俗的解訊 書皆 無

1二近く 、 且 あリ t して も法臀學的犯 罪學的方面 に 邁椅 し、その 最 も暗黒 の部 面 fpee出 して 光あ る部面々 閑却 し去

つ て ゐ すご。 世事萬般光 t 闇 1ミ交錯 して ゐ る 。 闇な の み暴露す る は卑法 で あ る 。 闇な 照 す 光々創造 して ： そ始めて

天の美鍼は その 眞價値な 産 む 。 我園の お喋舌 りずきの 且 宜傅上 手 の 禁酒論者は從 來 この 闇t の み 誇大 して 説 き而

して無識の 世人 な脅逍 しア：e こ の 闇 t 雖 も底なき深淵ではない 。 私 は こ の 闇の 部分 な．も譯逅す る。 か くしてわが

同 業に その 底な し沼の 測定奄みて案外の淺き1：驚か る S であ らう。 私の 主 t：る意圖 は こ sI ：あ る。

　誤解 な さ VJるt：め［：
一一言ずる こ ピは、 飮酒の 生理 t い ふ も二れ悉 く純粹の エチ ル ・ア ル コ ール な對粂ピ して論

す る 。 然 る に吾人 に提供され ろ は蒸溜酒及 び醗酵酒 の形式 に して 、 こはエ チ ル ・ア ル コ ール な 含有 しく も その 純

粹t 形式で はない 種 々 成分 の複合醴であ る。 從つ くその 生 理的意義は本文 の 説邇 ε 異 る 點 大 t る もの が あ る 。 侮

且生理的意義 ミ い ふ もノ ーマ ル な状態か らア ブ ノ ーマ ル の 状態 に お い ての 觀察で あ 砂實驗であ る故 1： 、

・訣然 ε生

齟

理 學的及 び病理學的 t 區別 しが ゴこい 。 しt：btつ て 生 理學的立場 t 病理 學的立場か らの 論議1‡混淆 され て ゐ る 。 倚

その ↓藥理學的立場か ら も・ それ故に 目常生 活 にお い て薀量の 欽酒ななす人 々 の 生 理學は別箇 に謀 されねば嫁 ら

ぬ 。 この 點 に っ き H ．J．　HYMAN の研究及び 生 存＄ 、 死亡率か らの推斷 は その 通俗性 の故 に他 の ee所 t：お い て 慶

表す る 。 私は日本醸造協會 雜誌の御承認な得 らる れば結構だ ミ 思ふ 。 次 に本書 Ltlt動物體實驗につ い て の 記 載が

多 々 あ ろが 、 こ れ が その ま 、人 體 に 邁用 さ れ る もの 建速斷す る t らば非常の 誤であ る
。 何處 まで も參考に しか 止

ま らめ 。 最後ド本文の譁語 に あ，t：っ て、橋 田邦彦 、楠 内三 耶、内山孝
一

、北村直賜等諸博士 の 著書な參考 して珍譯迷

譁な さけ†こが 、盲蛇藪に お ち へ すで大 分遏誤があ る ξ 思β・。 し か し これ し素人 の 弱味であ り且此 の 方面研究へ の

陳呉 ミ なれば よ い 念願だか ら、冷笑 しテよい で幸び tCI：正 畆願ひ す：い 。 丈献は是 t して必要な し t 思 ひ省略 しずこ
。
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　　　　　　　　　1．酒精の生理學的考察

　私に本文 の 表題 1：th理 t い ふ丈字潜用 ゐ 7こが、二lztt廣 い 意義 の即 ち酒情が人體動物體及び 其 の 器官に い か な

る影響た營むかの科學 ピ解 して頂き才こい 。 即ち それ が心 理的影響 t 對立す る の 意義 に お い （輕 く 受取つ て 貰 は

う 。 本 章の 生 理學的考察 1：つ い て は便 宜 上藥理學病理學的考察が 挿入 d らgeるが 、二 は説明の 便宜主 義か らで垣

俗的解説だ か ら許 して頂き†こい 。 私 lt本 fi4・3enL：分 ち 、 最初に酒精の
一

般的性質 、 ∈欠1：動物體は酒精 な い か に處

理す るか 、 最後 に身體過程 に お け る酒情の 諸効果 にっ 音訊れ る 。

　　　　　　　 （a ）酒精の皮膚及び其 の 他 へ の作用

　　　　酒
’
精　 の 　作　用

　藥理學的 に 考 ふ る t 酒欟 工痲 睡 藥 t し て分類 され る藥物 系 の
一

で あ あ り、その 圭 要作用 は生 活組織 へ の作用 の

鎭靜 ピ い ふ 點 t：求められ ろ。 此 の 藥物系 の 營む鎭靜作用は 、 もし これが 充分稀SUtfられて ゐ る ご 春は 、 まつ最初

に短時間なが ら興奮作用 L：よつ て先行 d られ る 。 此の見解 に 、 はれ して 興奮作用が眞t る もの か又は單［：表面的

且 虚爲的な るや 即 ちこは直接 のヌ，は間接 の 作用 L：もt つ くもの な ろ
“P 否

JPl
：つ い て議論百出であ る ミ 【i い へ 、藥

理學着間に は支持 tfられ て ゐ る 。 本 問 題 に特別 の 研 究な し7ニウ イ ソ タ ース タ イ ン は興奮作用は眞實な る もの L： し

て 且 直接作用に もt つ く定 な しt：e い つ れ の場合奄 問はす 、 本問題 もその特色fpt　t罎靜作用即 ち抑制作用の除

去 に比 較すれば殆 ん ど t るに足 らn 問題であ る 。

　あ らゆ る場合痲睡藥 の 鎭靜作用 は大 tvJ 小 ts　V）選擇的の もの で 、
一器官 の 作用 は他 の それ よ V）よ り以上影響 さ

れや す い の であ る 。 多 くの 作用々 調 節す る 腦髓は殊に嘛睡 藥作用に敏感であつ て、他 の 器官へ の 効果 を研究す る

場合 どの程度迄 こ れは脊髄の調節に お い て の變化の 現はれか叉は どの 程度迄直接作用 に歸因す るか決定1：困難な

程 で あ る 。 酒精の場合此の困亂は倍加 す る 。 即ち食品の 如 くこは酸化 し且 エ ネル ギ
ー給源 ξ な り、 それ自勇純粹

L：藥物作用 t 全 然別 箇な る作用變化な も†二らす逡bl4eつ くりだ すか らだ 。 實際上 か らは此 の 區 別 も大 して重要な

る もの ではない
。 主 商題は酒精が い か に各 器官本來の 作用な改善ヌ．は劣化す る か叉 ばその 使用 は無害 か危險P“L：

あ る 。 併乍 これが その効果な生 す る過程につ い ての 知識は非常t；St要で 、 二れ ら知識の 缺如が汗牛充棟け び な

らぬ 丈献にお ける多數の矛盾tfろ論met：貴fP員ふ に至 ろ 。

　　　　局　部　的　作　用

　總じて生體 蛋白質は その溶液状態に お い
一cti酒Wtt： よつ て凝 固 され る。 凝固の 度及 び 攀は全 く酒精濃度に正 比

例 す る 。 特別 1：eee られ且 純粹 の卵白 の 場合凝固作用fP呈す る 酒精 の 最小効果 濃度は約20％であ る 。 種 々 の 蛋 白

質及び 純粹卵 白 は凝固 に對 し種 々 の 濃度な有す る が 、デ ヅ プ に よれば分 子 が 大 きけれ ば それだけ所要酒精濃度

は減 する 。 通例 30％夂 は それ以上 の濃度 な 所要 tす るカ  60 〜 70％が最大効果 な 奏 す る。 酒精の 蛋 自質凝固作用

は強 酒情液存 胃に叉 は皮膚に又 は直接皮下組織 に又は禪経に滴用或lt注射す る場合始 めて實際上 の 重要性な もつ

に い t：る の であ る 。

　　　　酵 素 へ の 作 用

　大 な る濃度 にお け る酒情は醗酵素の 活動 1；損害な 興 へ 且抑止 す る 。 蛋 白質凝固作用 の 場合 の 如 く、凡 て の 醗酵

素が 同樣 ［：酒 情 の一
定 濃 度 に影 響 され るの で tit　V ・

。 此 の 點 に つ き多くの 研究があ るが
、 受入れらる べ き標準的

方法な缺 い でゐ る結果種 lt 様 々 な る數字が 文献に散見ぜ られ る 。 チ ツ テ ン ヂ ン 及び メ ソ デ ル の 犬 L：つ い て 、カ ス
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トの 人間 L：っ い て 及び その 他 の 研 究 に よれば、濃度 10％以下の 酒精は滔化器官 に お け る酵素作用即 ち胃及 び 膵臓

の酵素に よる淌化過程 1：ftるべ き程 の 影響矩興 へ な か つ †i　t 。 も し これ よ り幾分強けれ ば 、 こttt胃に
一

時的t：　vJ

t して も消化抑制奄起 し且濃厚液では酵素な破墺す る 。 他 の酵素は よ り敏感であるが 、 他方循璞血液にお け る酒

精濃度が O．5％fP二 えす 、 こは醴酵素に有害t す る に は餘 りに小 であ ろ。

　　　　バ クテ リアへ の作用

　酒精に長期間殺菌劑 言 して 有 名 で且利Md られて きtこ。 こtt濃度が略々 70％の 近 く1こお い て 有効なの で そのカ

は殆ん どバ ク デ リア た直ちL：死減ぜ しめ る。 濃度が劣る に しれが つ て殺菌に要する時間はよ り長 くt　 V）、
20％の

濃度では 1賻間奄 所 要 t す る 。 他 方 、 もし濃度が70％ より以上 ミな る時 は殺菌時間は再 び 延ば され、 絶黝酒精

（99．5％）は殆ん ど殺歯力な し。 この 理由は最強酒精液は細菌 に脱水 作用 な營 む か らで あ る 。 こは再 び 水 な供給す

れば細菌lt再 生 す る か ら死滅で はな い
。 殺 菌作用 へ の最適濃度に蛋白質凝固作用さ の それ ミ 同 じ く、而 して ク リ

ス チ ア ン セ ソ は、tこ S ひ表面張力の 低下 及 び或る 種の脱水作用 も加はる t して も、 細菌細胞の凝固作用が殺菌の

効果 あら しめ る t 倍 じてゐ る。

　　　　組 織 へ の 作 用

　酒精 が IO％叉 は それ以 上 の 濃度 に お い て は易體組織 へ 邁用 され ろ も欣衝刺 建 して作用 す る。 即 ち多量の 毛細管

血液の 供給 に よつ て 紅色な 呈 ぜ しめ、燃え るや うな感覺な 生ぜ しめ る 。 彊濃度液は表面蛋 白質 の 凝固 t 而 して深

部 か ら水分 葎 除去す る 。 70％又 はそれ以上の溶液なかts　vJ の 時間組識に接 matfしめてお くピ 啻は酒精の 蒸散は抑

止 され 、組織の 全 くの 死な 将來す る 。

　皮膚へ 適用 す る t そ の 容易な蒸散 に よ つ て 酒精は冷 い 感覺な起 さ し め る が 、その 皮膚域領が か ts　vJの面積 電す

る t 著 しい 熱喪失葎身體 1：起す 。 も し40 ％の 濃度 L：tsレ・て酒精 々 皮膚に擦込 む ε きに脂肪層な破墺し且 表面蛋 白

質 な凝固す る 。 こ れな數回なす ε きは乾燥 ミ 固化な も7こらし 、 これ葎利 して長 い 間病床 t：あ る患者の 所謂床つ れ

の 速 進傾向奄 臧退 ぜ しめ る こ ミ がで き る 。 赤膚 の 表面 1：va用す ろ ミ同
・一
結果が 見 られ ろが 二は燃燒 ミ苦痛の 感覺

た起す。

　以上の 如き豫備的知識は次 の 口腔及 び 淌牝器官へ の 酒情 の影響な 考察す る際必 らすし も無駄ではt い t 思ふ 。

　　　　　　　 （b）人體及 び動物體は酒精ない か に處理す う か

　　　　酒　精　の　吸　收

　總じて食晶は無機鹽類 、
ビ タ ミ ン t 共 に 3 の 主要成fiナ；ろ脂肪 、 炭水化物 、 蛋 白質 に分類 され る。 動物體に

　　　　　，

利用 ぜ られ る前 1： まつ吸收されねばな らn 。 而して 複雜極 まる淌化過程は種 々 の食品な 可溶解體 S して後吸敢さ

れ 、 生 體各部へ t 配分tt　5 るべ き成分 1：變形ぜ ればならn ・ 肉類蘇 粢類の 如 きfP構成す る複雑ぜ る化學的成ittt

直接吸收 さ れ えす 、まつ 酵素や 醗酵素t して 既知tgる 消化 液 に お け る物質t： よつ て 破碎分解 ぜ られれば な らn 。

例 へ ば骨蔗穂に溶解 し てゐ て も それが 吸收 さ れ る 以前 に葡萄糖 ε か轉化糟 ε か に變形 e られれ ば な ら砺 酒精は

一
般食晶 ミ は異 ti　vJ既に液體であ りその ま ・ 吸牧 tfられ得る。 飮 まれアニ酒精 の 5 分 の 1は直接 胃壁 な 通 し て吸収

され る 。 水な除外 して他 の 欽食ぜ られる物質 t別 t：興昧あ る ： 電 は 、 それが吸敢 される前 に 胃な邁過して腸へ t

fPく二 S で あ る。 残餘の 5牙の 4 は腸の上部か ら攝取 され る 。 しか し淌化器官の 下ZZt：る直腸で も吸 收ぜ られ る

ニ ミ はマ イ ル ス の 生理 學實驗で示しtこ通 りであ る 。 藥理學的 に考 ふ る “
L 、酒情 の 特性は粘膜心逋 じて非常1：容易
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に吸收 され る t い ふ 點に求められ る。 ネム サ ーは犬ね使用 し實驗の結果淌化器官の 種 々 な る部分に お け る酒精 の
．

相對曲吸收攀を示 し†こ。 彼は犬 に所謂 ロ
￥ ド ン 瘻管法た用 ゐ t二。 それは胃及 び 腸管の 種 々 な る部分 t：瘻孔な つ く

』

り望み の 部分 か ら材料 な 集 め るの で あ ろ。 動 物 に酒 精 な 與 へ る ミ、ネ ム サ 内は、 胃の吸螺 ‡21％ 、 十 二 指腸は 9

％ 、 空腸 tt　5 ％
一
．廻 腸は17％であ る こ ミ 拒 發見しす二。 即 ち小腸の 下底部 に逹す る 前1：主 ミ して吸收 され る。 しか

し實際 上人體には施行 し得ア‘い が、カ ス トが一
婚人 1；胃瘻管でゃ つ てみ †こら胃か ら可tuJ の 酒精吸收な 發見 し t二。

動物體や 人驍 へ の實驗で示 さ れ る 如 く、 酒精は直腸な 逋 じて 注 入 す る ミ き結腸 が らも吸收 される 。 倫 ヱ ド キ ン の

報告 に よk・［　r・猫 1：0・5rtの グ ル コ ーセ 々 2。％液で與 へ る Slen 間で胃からta失す ろ 。
　 O．65X の ）

・fe・＝ 　・・　talの砂糖

液 に 10％の 酒精な添加すれば 1時間で胃か ら消失す るが 、 こは血液内 に吸收d られる t 考へ られ る證擦があ る 。

それ故酒精
’
は急逋 に且 容易 に吸tytfられる t い ふ 以外にグ ル コ 卿ゼ の吸收作用 な 促進す る 。

　氣體にお い て吸引ttられ る ε 匙酒精は肺臓 に よつ て 相當量吸收 され る 。 吸 引 され る量はそれ自體賓際上痲睡作

用 L：lt不 充 分であ るカ  マ ツ タ ェ イに、 家兎か人間 1：　“づ 最初に直腸 i：酒精の 注 入 が あつ れな ら肺臓 の酒精 の吸

引は完全 な る獅睡作用な生
一
“る　1：至 る e 。

　皮膚か らの 酒精吸收 に は
一

致點はな い が 、萬 一
吸收 され る t して もその 量は恐 らく微 々 すころ もの であ らう。 最

後に酒精は皮下組織 へ 注射 され る t “容易 1：吸收 されろカ  こは注射酒精 の濃度 が 、
80％以下の 場合であつ て 、

こ
．
の程度うくはこれ以上で も・ その 時起 る組織蛋白質へ の 凝固作用は吸取な妨げ るの で あ る

。

　酒精は動物體各器管 1こお ける が如 く血液に よつ て も吸收 され る の み な らす、その 吸收の 時間輦が非常に急遉で

あ る ； t は その除去攀よ りすっ t 大 きい 。 吸收 が遽 か であ V）且 除去李が 比較的緩除であ ろ か ら、血液劇 ；發見で

きる酒精濃度は淌費tfられ る酒精量 ピ 血液檢査の時 が欽酒後何時間經過 してゐ る か t：依存する。 それ故血液の 酒

m 濃NttSZZ組織 の酒maEk の vaecで あ る ・ 血 液中の瀦 濃度の 重要性は酩酊徴候 の 激し さ1‡ほ 鴫 膿 廉

正 比 例 し、 よ り多量 の 酒精 が 悄費 され 》 ば それだけ血液 の酒精濃度は大 tts　vJ且 酩 酊 の 徴候 な 生 す る に至 る か ら

であ る ・ その實驗上の eSSS論tt他 の 諸學着に よつ て確認 d られ†こメ ラ ン ビ ーの 翻 1；よれば 、 彼tt　as々 異れ る 條

件 の 下 t：酒精の 種 々 變更 し†：服用後に起 る酒精濃度 な比 較 し 、 その 結果 は服用後2〜3分にし て血液中か ら酒精は

發肌 得且   最大 濃灘 鯛 偲 汾 か ら 2 時間後 1・逵 し 、 腹中 1：tUAる瀦 濃灘 鹸 ．
嗷 働 こ etSXft し

ナニ。

mm 的瞰 瀦 岼 等略 組榔 酉吩 植 る ミ 岨 れてゐ る詮 く、 ）
’
v ア yC ：示 しrc曰 く、鋤 牴 量が與

へ ら価 、 酒精服用が李等に管理 ぜ ちれ るな らは 、 血液 の酒精濃度 の 最大 lt相 對的 L：rk　y の 少 しが骨1： よつ く吸取

tfられ る 二 S・fe許 して全組欟 ：酉Eed ｝it　6　t 想像す sts ら迸似的雕 定し得 る ミ 。 彼黼 鯒 ＊糧 歉 猷 の

體郵 の 間の關係域 證 し献 鰥 しt・・ 若 し瀦 が體重 1瓩當 5：瓦 の割合で鱒 れ る な らば 、 鹹 略 屑 瓱

當5瓦の 酒繕な含有 す る t 。 コ ス ヅ イ ッ チ は豚及 び 屯 ル e ッ トの 實驗で酒精は易體各器管 か ら回取し得 る 、 而 して

姙娠 t る牝 豚 にお い 魚 胎兒 の 各器管1：瀦 嫐 見しす・綱 時隴 兒の 血液 の 言醐 濃度隅 體 の血液中の それ ご

同 一tsる 二 睦 示 Lt ・
・

’
蛉 に危害なき蝶 の 酒精最大 濃灘 α5〜 ・．6 ％ で あ る 。

　y ・ ス ゲ，トは瀧 2。％の ．ウ

イ ス キ冖な 96cc空腹の時急 い で欽んだ 3 人 の人間 1；お い て 最 大 濃度はO・星36
，
0．134

，
0．141 であ る こ ミな發見しナこ。

メ ラ yv 一の 説 1：よ る t 、 1例 ミ して 、 小 量 の飮用 ではそれ に比例 して豫 想 しt：る よりより小 量 の 酒緒 しか 鼓見

できi か つ t：
。 即 ち ある組 織 は酒精 が飲用 されt：際それ 自らの 本來の吸收率以上 tt血液 か ら吸 收す るの ではなか

ら うかの 疑 冏な うむ ニ ピ に な る。 しす二が つ て グ レ ァ ソ の 説明は近似的 1： しか眞實でない 二 t　L：　tgる。 メ ラ ン ビ 冖
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に よ れば小犬の 血液は一般に豫想以上の 酒情を含有す る、從 つ て大蓍い 犬 よ vJよ
’
り以上酩酊 して・しまふ 。

1
これ t

’
同一關係は人間にお い て も得られ る が 此の 場合酩酊度 1：影響す る耐藥性 こ い ふ が如

「
き他 の 諸因 孑 に よつ て被覆 さ

れ且制限也 られなければ 。 しか し これ ら酒精飮用量 C 血液の酒精濃度問の 相違 も・極 めて 小量の 飮用 の 場合で 、 酩

酊な 起 す 程 充分 に大 量 S7 る時は この 不
一
致 も淆滅 し 、 酒精潰費量 ミ血液 の酒精濃度の關係に一致す る 霍 い ふ 。

倚且茲に注意 ぜ れ ば な らn こ ピ に、血液の 酒精濃度 ば酒精淌費量L： よ つ て は勿論だが 、それが欽用 され る時間上

の 差に よつ て異 る 。 血液 か らの 酒情除去攀は緩除 ξ して も告飮酒商の 充分長 い へ だet：　v）　tt酒精の酸化 々許し而 し

て酒績 の最 大 濃度 な 著 し く減退d し めく酩酊 の激甚 さな除去す る かちであ ろ。

　 これ ら數字間 の 内的關係は正 確に同一たる飮酒條件の下 に の み邁用 さ れる 。 割水の 如 ｛｝、 食物な飮酒SUl：攝 る

如き 、 欽酒家 の パ ーソ ナ ル ・エ ク r シ ヨ ン の 如吾諸 條 件 li妨害 因子 ．ξ な ろ 。 しt：が つ て これ ら關係々蠻更す る 。

實際上 、これら諸因子は血液 の 酒精濃度な低下d し めろ傾 向が あ る 。 そ
’
れ故酒精 の あ る飲用は血液の 一定の 酒精

濃度々 起 さ し む る ミ ほ確實に 言 ひ 得ない ε 共に 1人 の 個人 に お い て も血 液 の酒緒 濃度ltその飮 用 量の 大 小 1：比 例

す る もの t　ltme言し 得ない 。 こ の es［：っ き詳邇 してみ†：い 。

　 酒精 が 空腹の 際飮用 S られ ろ時 、その 生理的且 圭觀的効果 が よ り大 t る こ ミ ltUt知 の こ t であ る 。 食事前の コ

ツ ク デ
ール の好評列ピ危險性 ti　；の事實 に も t づ

』
く
齟
。 淌化器管に どの P うt　ig類の 食物があつ て も酒情 の吸敢率

な減 暹也 しむ るが、熄ての 食物 が 同程度 に作用 す る ピば考へ られな い 。 肉類 の 蛋白質 P チ ーメ及 び パ ン に代表ぜ

られ る炭水化物 は、ク リーム 、バ ター、牛や 羊の脂肪及び t リープ 油 の形態 にあ る脂肪の や うL：それ程吸牧な妨

ぐる もの で はない 。 牛乳は こ の 酒精吸收へ の 抑制作用加營むに お い て 他の食物晶よ り優つ て ゐ る。 血液中 の酒精

の最大 濃度 な決定す ろ 1：重要 ts他 の 因子 1工攝 ら ろべ き酒＊Aの 稀釋性 1：あ ろ。例 へ 1：酒精 1〜 8％の ビール の効果 lt

酒45％〜 60％の ウ イス キ ーよ りはるか に 劣 る。 メ ラ ソ ビーは 菊 cc の酒精 な 800cc迄割水して犬lt與 へ †こが、同一．一

量 （40c の な 200 こc 迄割水 しt；酒精液の 飲用 よ り血液 の 酒精濃度は劣 つ てゐt：
。 か くし

’
（よ vJ大 な る稀釋では吸收

t’：要 す る壻加 しtこ時間は、血液中の酒情 の急 逾 な る集績な妨止す るの であ る。

　 しか しなが ら小 量 の 酒精 1；つ い て は その 稀釋 も恐 ら くは急 逾 な吸瑕 の t；め殆ん ど効願な し 。 人間へ 酒精45ccの

服用 rfしめ すご効果なみ るに李均體重 の人 に、よつ て の 飮用
．
に 、 前述 の犬 1こ40cc 奄與ヘ ナ：1：比較 して數等効果少 し。

ヅ ア ーノ ン の 報告 1：よ れば、タ イ プ ラ イ Pt・一作業 i：tiけ ろ誤謬攀か ら測定 されれ 酩酊度は45cc の酒精な 10度L：稀

釋 し す二場合よ．吻2母．6度 1：ve釋 し．tide合 の 方 が より明瞭でなか つ t：　t い ふ 。 」比の 實驗は前邇 の メ ラ シ ビーの犬 4：ti

ける結果 t 一致す る 。 よ り以上の 濃度の 飲酒な もつ て タ イ プ 作業 中 の 誤謬率は 7 ％堆 し†二が よ り以 下 の 稀縄酒の

場合で も6．8％igし、 その 間 i：ftるべ き差はな い の で あ る 。

　 但 しこIX｛t酒精の 濃厚液飮用 の場合觀Pttfられ るの で あ るが 、酒精 の 小 量飮用の場合の 吸收の 常牽な 調飾す る

他の 隧伸的因子 が あ る の で あ ら う。 ヴ ア
ーノ ン は45ccの 酒精Aept數 10度 か ら20度而 して 48・6度 と い ふ や うL：vaめ

て飮み 、 各個別 々 の 試驗の 結果 i 誤謬攀 は 3 の 稀釋 度 の 各 例 t：お い て 同
一・t る 二 ξ 葎 發見 しア：．。 こ れは濃厚酒精

液にお い て は滔化 器 管 1二痲痺的効果 な營み その 結果 稀釋液†二る 10度 の それ ξ同様 の 逋度 で吸收 され るtこ めか も知

れ繪 。 他 の興昧あ る實験はメ ラ ソ ビ ー一の それであ る 。 se　l：よれ ば血液中の酒精 の 同一濃度 i：esし効果 は濃度 が遞

塘す る場合が邂減 の 場合 よ vJ大 であ る。 明 白 に酒精 の 各組織 へ の 滲 透 の 過程に後期 1こお け ろ 同一
濃度 よ VJ 以上の

顯著 t る結 果 tSde？る 。 常習的酒客は同一量で初心 看 よ り醉は泌
’
ぜ い ふ の ｛工驚 くべ き事實で あ る 。 シ ュ ワ a ス

ハ イ マ ーは、もし兩者 の易合にお い て酒精 の 同一量な 飯 ん だ ξ す るな ら1：、 常習的酒客は時 々 の又 ltra量酒 客の
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場合 よ り彼 の 血 液［：tsげる 酒情 の 濃度が低い ：
’
ミ 1：發見せ られ る であ らう電 邇べ れ6 （表 1麥照）o

”
しか し この事

實 の 諡明は瞹昧だ。 吸收機序が變化 してゐ るか5（．lt酒構の 1部が常習的酒客の 消化器管におい て例ぺ ば濟 〃 テ リ

ア の 7こめ破壌ぜ られ るか 2者何れ か の うち 1でない の であ らうか 。 血液 の酒精の研究か ら、シ コ ．ワ ィス ハ a マ
＿

は結論 して曰く、常習的欽酒家は酒精な 冒 り念遉 に利用化す る t 。 併乍 ら表 1 にお い て曲線の 下降部分 IX實際上

各 々 ZF 行 して ゐ る 。 二れは4 人 の 被實驗着 に お い て 利 用化の 翠はすべ て 同牽 t る 二 ε な示す 。
　t：　y．　as々 の曲線間

の 主 t二る差違 は常習的酒客の 血液 の 酒精濃度 にお い て初期の 濃度が他 t：比較 しくすつ ピ低 い 點に求められ る。 常

習的欽酒家 の適性 に關す る詳細 の議論は耐藥性 の 攫得1：螢見できる の ではな か ら うか 。 詳細は後逓 にゅづ らふ 。

　　　　　　　　　　　　　　 永 ！

　　　　 −Pt　

　　　　　　 　最高の 曲線は禁酒家．次 の 曲

　　　　　　 線は適量酒客、最低 の 2 曲線は

　　　　　　 常習的酒豪 の 血液 中 の 酒精濃度

　　　　　　 々示す 。

　どの場合で も繰返 して示 され る こ ε は即 ち多 くの 例にお い て酒精は一
定 の率で血液中か ら淌滅す る 。 例へ lt表

】［は 2 時間 にお い て は 1 時間 に お け る よ vJ　2 倍量だけ除去す る 二霍 な示す 。

　　　　　　　　　　　　　　表 11

灘綾

血液 に お け る酒精濃度の急激な堆

加及び減 小 の 比較的綴m除t；る且 その

常牽 コ ン ス タ ン ト・レ エ ート々 圜表

で示す 。

　それ 故 に 多量 の 酒精 は大 量欽用後 小 量飮用 に比 し長時間血液内に幾存 して ゐ る ： ピに な る。 前邇す る 如 く且 叉

衷 LI か ら指摘で き る が 、 酒精 の 利用化牽は血流 へ のva透率 1：比較 して全 然緩除で あ る 二 εが 剣 明 す る 。 それ

敏 2 時間以内に お い て逵しすご酒精濃度に身醴か らの完全 t る廢除叉は それに お い て の 破壞 に牛 日又は それ以上 の

時閲々要す ろ 。 メ ラ ソ ビ
ー
は、犬 の 場合酒情 の チ‘CC 以 下 しか （IHi間 に體重 の 1瓩當）血液か ら除去 され t　U ・ 二 t

々示 し 7こ。 此 の 發見 の 根 底 に は、メ ラ ン 甘 一は苹均體重の 人 に1畦間にっ 毒酒情の約  cc な酸化 し除去す る こs

な計算 しt：か らで あ る 。 それ敏數時間 の へ tSt：　vj　ltあつ く ｛ 2 回飲酒ずる ピ す れ ば第 2 回の それは最初の それに
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比 し ヨ リ以上 効 果 が あ るわけ に な ろ 。 衷 1 は s20 度の 酒精 250cc 怨畝用す る場 合 、 1 回に全部飮 む t も又は 1時

間乃至 2 時間の へ だ†こりな お い て 3 回に分けて飮 用 される S も同
一

結 果 な 生 す る ニ ミな示す 。 他方、全 欽 用を 2

分 して第2 回が簸初の よ vJ　3時間綬であ る時は最大 は低 く且吸收攀は ヨ リ小 であ ろ。 か くして 飲酒間の 充分の へ

7ご7こ唄よ酩酊作用の 効果 fP生 す る にお 」
・て劣るの であ る。 同様、酒精が 稀釋され且食物 S 同時iこ攝 られ る時は劣

る こ t 前遮 の 如 くであ る 。

　　　　　　　　　　　　　転 3

　 　 　 　 血 9Le峰

　　　　
「4°「崩’C

　　 攝取酒精の 等量 に黝す る血液 の最大濃度

　　　　　　　 　 及 び集績牽は 2 回に 分割 して 3 時間の へ だ

　　　　　　　 　　すこりをお きての欽用（B ）よ v）1回欽 （A）又

　　　　　　　 　　tt　1時間の へ だ†二りなお きて （C ）又に 2 時

　　　　　　　 間の 一 鯛 繍 観 D ）3 回繍 ・ て

　　　　　　　 　　飲用 の場が ヨ リ大 な り
　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　　　　分　　　　　　 散

　血液 へ 吸收後酒精は各 器管へ 分散す る 。 その 急激ナよ擴散性の 故 な もつ てあ らゆ る身體組織 へ t 謬透 し去 る 。 カ

ー
ペ y タ

ー
は血液の酒精含有牽 電 勇體各器管 ξの間 の 比攀な 計算 し7こ結果 に よ れば 、 各 器管内の酒精濃度は一般

に血液の それ よ り幾分劣るミ 。 こは腦髓、心 膿 、肺臓 、 腎臓 、 脾臓 、淌化器管 、筋肉及び 皮虜に も摘用できろ 。

ニ ツ ク ル ーは動物實驗にお い て 、酒精の 飲用後數分商で均體各部及び 器 管 か ら回收され る こミな 發見 し†こ。 こは

睾丸 、卵欒、精液 、 姙i娠中の 動物 の羊液 、 子 宮内血液 か ら もその 存在々立證 しtこ。 人間 P 下等動物 の 腦脊髓液 （腦

及び腦脊髄構 流す る）の 中か らも發見しす：。 ゲ ッ ト ラ ー及び フ ラ イ ラ イ ヒ は腦脊髓 液 の 酒精 濃 度は腦髓に お け

る酒精濃度 へ の血液 の 酒精濃度 の一致 よ り 、 よ V）PJ上密接 t 一
致 に あ る こ 芝 な立證 しt：。 此 の P うな各 器管に お

け る酒情濃度 の 低 い こ ε は 、
1部分酒精は不 斷に これ ら器管に よつ て酸化燃燒されつ y あ る か らであ るが、他方

酸化作用以外 の諸因子は各器管の 酒緒濃度な 決定す るに重要であ る か も知れた い 。 例 へ ば吸暇され れ酒情 の 小部

分は肺臓 や 腎臓 や 皮膚な 逋 して除去 され るのであ る 。 その 存在は母乳の 中で も立證 され†こ。 その上 各 器管 へ の 酒

精 の 滲透作用な 障害す る もの があ る か も知れぬ 。 二は 1例 S して
一

定 の 血液供給叉は粗織 の性質 で あ る 。 叉は脂

肪の酒精含有 へ の 低劣t 作用t ど も理由 1：t る か も知れない 。 何れ にぜ よ 、
マ イ ル ス が示 し7二酒精飮用後血液 の

最大 酒精濃度 か 60分 か ら90分で くる 電 い ふ 、その時間因子を考慮に入れ 、 ば、血液 t 勇體各器管t の 濃度に お い

て夲衝た生ぜ しめる あ る週期があ るの で1工な か らうか 。

　酒情 中毒 か ら死 亡 しす：人 の各器管 にお け る酒精 濃度の比々 、
ユ ツ ケ ナ ツ ク が 示 しt：bi、そgeL：よ る t 血 液が

OS3 ％、心 臓 、 肺臟 i 脾臓 が044 ％、淌化器管が 0．72％ 、 腎臟 P｛O．37％　
， 肝臟及 び 膽嚢がq24 ％ 、 腦髓O．42％ 、 尿が

O．42％であ つ t：。 ゲ ツ ト ラ ー及 び チ イ ペ ル に ペ レ ヴ ュ 病 院で死亡 し †こ酩酊人 の腦組織 には入院後數時間内で027

〜 0．5且％の 酒精を含んで aSt：E報 じtこ
。

　　　排　　　　　　　泄

勇體はその 臓物々腸 や 膀胱 、 肺臟 、 皮膚 、 肝臓加通 して排泄す る 。 し か し排泄 ぜ られ る酒請量は欽用量の 極小
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量 t： しか あ tこ らぬ 。 その 大部分は酸化ぜ られ る 。 小 量 の酒精飮用 の場合、1瓩當 1瓦な例 ミ して ，ア ト ワ ータ冖

及 び ペ ネ ヂ ク トは報 じて 目 く 、
24時 間經過 して、い 〜2％ しか肺臟 や 腎臓 や 皮膚か ら排泄ぜ られなか つ tこ t 。 残余

は酸化 ぜ られ る 。 他方大 量飮用の場合は 、 例 へ ば體重 1瓩當 3cc の 場合 、
フ ェ ル ッ 及 び 瀞 一ド レ ッ ク サ ル は報 じ

て曰 く、
玉0〜12％が酸化で淌費され而 しく酒精 ミ して排泄 され る t 。 皮膚fP逋 し排泄ぜ られる酒精量は恐 らく微

kt ：る ものであ らうが、呼氣 や 尿 1：現はれ る酒精量は注 目 に 價す る 。 まつ 呼吸作用 か らの 酒精排泄な 考察す る。

　 ク シ ；・一は動物實驗 か ら i 酒精 の 小 量注入 ［：引續い て極小量 の根迹 しか肺 か らは排泄ぜ られなかつ 7ぼ 報告 し

れ 。
ペ ド ラ ソ デ ル は犬及び彼自勇潜試驗壅 に の d 〈 の結果 、 大 量作用後2 ％しか肺か ら排泄ぜ られな か つ t：　S 。

酒精飲騒 の人 の呼剰 ・瀦 の香がす るが ・ こ【填 體的 1：肺か ら 噺 秘 排泄筋 こ 部 泌 力  こはエ チ ール

ア ル コ ール 以外 の 特有 の 香氣葎與 へ る 揮發性物質t： よ る もの で あ ら う。 し か しすニミ ひ極小量 t して も非酸化酒精

の 相當量聯 勤 らの   で除去 莇 編 故 ・ 呼吸量の ig加は ・ そ瞰 撒 樋 して 規 の瀦 歌 濾 漣 す 。

此 の 呼 腿 壻加 の 原 欧 な る 三 つ のMsekts考 へ 肱 ら［t
’
・山 masの 高地 蘭 け 囎 カロ、逋 常 の空 氣 罰 増加d ．ts

炭 eex斯量の t・めの跏 ・最後 曜 動 の鰈 であ ろ 。 そ れで ピ ー
・ の 實驗 駄 ωゴ、 家兎 に お い て肺 か らの排泄

は血灘 度が 9 ・）低 V・t い ふ黷 【・よ る ・ 而 して瀦 汕 駅 與 へ られす・が 澣 緋 お け る 礁 よ 樋 獻 態

L：ftva　1：復歸す る 。 即 ち酒精の
一

定量の 飲用 にお い て 山地 の 方が海岸線に お け る より血液濃度1：tsい て低 い 二 e

で あ る 。 こ は山嶽地 にお け ろ 呼吸 の墳加 ， それ に よっ て よ vJ多 くの酒精 が失はれ ろの で あ ら うt 。 而 して 51米突

ミ い ふ 海岸Wtt：近 い 場所 か ら2500米突の 高地 1：換へ f：t 曇呼吸 に お い て逃去 る酒精量は3〜10％ まで實際上1：ig
加 しすこもの で あ る。 炭酸瓦斯 な 吸引す ろ ミ 忍 ‡肺 臓の 逎氣作用 な 促進す ろ 。 それ故呼吸 に お い て酒精除去 か 健進

す るナこめ に 、
ハ y タ ー及 び マ ツ ドは炭酸瓦斯呼吸の へ y ダーソ ン

、
ノ ・ツ ガ ート及 び コーバ ーン の 方法 fP使つ ナニ

。

フ エ ル ツ 及 び n・一ド レ ツ ク サ ル tt酒黝 泄量魄 動 こよつ て攤 され る 齦 皆 し t・が 、コ 糎 動 の wa・i：・b ・・： ろ 大

な る呼吸交換 t： 1部分歸 ¢ られ る であ ら う。

　
昌

ク ル ーは人 、 羊及 び 犬 にっ い て酒 精 は乳腺i： よつ て 排泄 され而 して母乳にお い て存在 してゐ ろ ζ説い れ 。 二

の 事實か ら酒呑 み の 母 の母 Stlt育兒 i二有筈であ ろ ミ い ふ 考へ が生 ％ 。 しヵ・し本 礪 は ・ コ 　 ，V 。 及び ペ ェ 。 ト ナ

ーi：；つ て髄 詳細 こ研究 され†・・ 大 量の 瀦 が 牝牛嘆 へ ら帥 嵌 の母乳の うち酒榔 殆ん ど分明でなかつ

t：・ 6°cの 黯 ヤ 〃 飮酒後 3 日繝 ・珊 の乳11・46 ・c嫐 しtlが ・・。9虱の 酒精しか なか つ ’・。 この や うな量【塘　　　　　　　　　　　　　　　　 ●
兒 1：9 害 ttt 考へ られ訟 い

。

　排泄の 主†こるM
’
lt尿℃あ ろ 。 即 ち腎膿 に よつ て容易 ［：排泄ぜ られ ろ 。 こは血液濃度 ε密接 t 比勧な な して腎小

毬 な 通 る か ら 、 血液に酒精が存在す る日訊‡い つ で も尿 中 に現はれ るの であ る 。 さて 尿中の 量は飮用量の 2〜 10％

の間 勵 胤 てゐ る・ ヴ aF’マ
ー

ク ・ ・ ヤ ・・ 一 及 C・・
’
・a バ … 一リ・ patt尿中嘘 度LifUtaaそれ調

一
で あ

る ξ蝋 しt・が ・ rn ル ス ltth酒後最初 の 30分肭 に 尿 が 血灘 度 よ vJ　P」上 の 濃度 rc　6 る こ 晦 發見 し†、
． サ ウ

ス ゲート もマ イ ル ス の 賓驗結果 な 確證 し、若 し被賓驗者 が 空腹 中大 量の酒精な飮用す るな らば 、（例 へ 1（96cc）尿
の酒緒濃度 t 血液 t の それは比牽 L35對 1・COであ る。 而 して此 の 比率はい か に多量の 尿が通過す る t も不 變で あ

6t 報 じ tこ・ Ya ル XD 詳耡 研究 に よれ［f ・ 腕か 搬 取 し瀞 鰍 液に 拙
・
て嗣 暾 ゆ 尿 の k．・1・t．よ vJ、P・t　 ・J

濃度 1ミ働 ’ot ：　t ・
エ ーデ ル がwelされ 碣 合 ・ 動馳 液の 皺 1瀞 馳 濁 こ湖 る それ よ 犒 い 、 而 してSC際

殲 脈か らの血液は大歸 黻 か らの血液が含有す る よ vJ　P」上 の エ ーデ 睦 舖 す る。 此の 事淞 勦 に酒纈 こ

もヌ，眞起る もの であ らう、それ故先端 か らの靜脈 血 液 の 量は腎臓 へ くる動脈血液 の それ εは同
“・で な い 。 それ に
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加 へ て水分吸收量の變化lt尿bi腎小 毬 か らの 腎細管逋過 にお い て醤 まれるの であ る。 ア F ワ 冖タ ー及び
・く ネ ヂ ク

トの 實驗では酒縉の 0．2％以下 の 量 しか尿1：現ltVLη 。 恐 らく腎臓に よつ て排泄ぜ られ る全 酒精量は欽用量の 3 ％

N 超ゆ う 二 ε は殆ん どない 。 れ ミ ひ酒精飮料は腎臓 に興奮的効果た 暼む ミ して もだ。 而 して最大 排泄量は最初 の

2 時間以内 L：peる こミ而 して尿 は8 時間以後は實際上全然無酒精tt る こ tli ； L
般 L：承 認 ぜ られてゐ る t こ ろで

あ る 。

体 鬮 爛 す るマ イル ス の規模 大 泌 實験 の櫞 、體重 1瓩當約 05cc の飲用 tsm ゐ ・ か くして飮用量の 1・5％

が最初の 2 時間内に特に排泄 され 、 ほ んのOβ％が次 の 6 時間内L：排泄 され†：の みであ る こ tte 嬖ftしf：。 此 の 數

字は勿論 、飲用量 、 吸收率 、 蓮動 、 膀胱 か ら再吸收へ の 時間及 び その 他 の 因子 L； よ つ て幾分變化す る もの であ ら

う。 さて尿中 の酒精濃度は、 前述す る所 か ら、酩酊度 の 測定 t して用ゐ られる ：t が暗示され る。 その 理 由は酩

酊 は血液中 の酒精濃度に比例 し、而 して 反面 に血液の 酒構濃度は尿 中の 濃度 な決定す る もの であ る か ら 。

　次 に薀俗的1：th酒は尿量を 堆す t 信ぜ られて ゐ るが 、 シ マ ノ フ ス キーは1立の 水 の 飮用 後 の 尿量 は1385叩 で あ

る が 、1立の tf一ル は 1012cc、・1立の萄葡酒では 工614cc　L：逹 す る ε觀察 しtこ
。 す：　t ひ ビ ール の ボ ツ プ か らの プ リ

ン や 他 の 酒精欽料 に於 お け る揮發性脂油 の 如 き他 の 諸 物 質の 存在は酒糟自體 よ vJ恐 らく責任 あ るの であ らうが、

邁俗的見解な裏書す ろの であ る 。

　　　　 酸　　　　　　　 化

　9Xl：M 化燃燒 i：つ v・
・
〈vaべ る。 前述 の 如 く飮用 S られ†・る酒黼 1。％以

一
F しb’尿1：よつ て排灘 られす而 し

く腸i：よつ て何等の淌化的嬲 的過程 な 受 け ざ る 以上、而 して 呼氣 に よつ て極 小量しか體外に放出d られ ざ る以

上 、 90％　tt體 内［：殘存ぜ ねばな らの 。 此 の殘餘は酸化叉は燃燒 の過 程 な へ て 勇軆 か ら除去 d られ る 。 その機序は

宛然勇體が脂肪 叉 は炭水 化 物 な 利用 す る 過程 を彷彿す る 。 こ の酒精の特性 二そ血液 流へ の 急速な吸ty　t　7　 uJ 而 し

て 糊 の場舗 効的 t：使用 tfられ る容易 tg　6 エ ネル te
’
・一一の 給源櫨 すの であ る ・ しカ

1

し軆 は その 直接 の 必要 t：

要す るだけの 燃料 しか 燃燒しtv ・
。 若し必要以上の 脂肪や 炭水化物が攝取 d られ るな らば ．二 れ らは それな 必要

定 す る迄蓄積 され る 。 しか し勇體IX酒庸な蓄積す る何等の 手 段も鉱 い 、 而 して
p 度組織 内 に入 vJ ζる量は それが

燃燒す る 迄循湿 して體内 L：止 ま らねばな らn 。 醗化作用は最大 酒構濃度が生 體 組織内 に あらうt も不闘焉 1：me牽

だ もつ て營 まれ る不休不噺 の 過程 であ る 。 この 點 に つ い て の 影響は後 に詳遲す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 さて蛋白質は硫黄 や その他 の元素 ミ緒合し
甲
（ゐ るが 主 t して 、元素的 ttti炭素、水素 、 嶺氣 窒素 か ら成立 し

て ゐ る 。 酒精ぽ窒素Pt含 まtgV・か ら食物にお け る蛋白質tt代 る ： ピ はできn 。 炭水牝物や 脂肪は炭素 、 水素 、 酸

＊の 元素 か らな る 。 そgeL： よつ て 軆 【弍漲 褓 持 しその機序繕 む燃糀 供給 され て ゐ る・ 此 の 燃料朔 體内

で燃焼 す る正確な知識は今尚分明で tgい 己 さて 酒精は これ ピ 同
一

元素な もつ
。 し†こがつ て身髓 が 有効的に使用し

得 る エ オ・ル ギ ーな 供 給す る 二 stg くして 酒精は燃燒す る t い ふ 二 t も可 能であ るが 、まつ 酒精 は エ ネ ル ギ ー源丁二

．粥 るの で li・fS・・か 雛 測 tf・5・lxる・ しか し酒轍 墸 灘 らitnY」上 ・二gel： よつ て 供榔 砕 脚 袱 る xi ’

　ル ギ ーも短時間内 L：di用 d られれ ば ならne

　 炭水化物及 び脂肪 の 動 物體 へ の 價値lt諸學ts　L：よつ て彼等が 燃燒の隊生す る 熟量で測定tiられ る。 凸 の 熱量は

直撫 倣 加 リメ ータ ーや 間接 には瓦斯交換 か 謄 量 さ 櫛 。 炭素や 水素は血液 が  か ら組 織 へ け ・らし†酸

素 ミ結合 して炭酸瓦斯 や水 ミ な る 。 炭水化物の 燃燒 t： よ つ て 生 す る炭酸武斯は淌費 さ れす二る酸素量 t 同じ 。 兩氣

盟間の 比は
一

であ る6 他方脂肪は彼等が生産す る 炭酸武斯よ り多量 の酸素 な 消費す るか ら その 比は
一

よ り小 で あ
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る 。 酒精は ヨ リ以 上 の 酸素た 費 消す る。而 し（ 動物體が酒精に その 全 瞥養源 な依囑すれば比 ti　O．66 であ る 。 吐出

され る炭酸武斯 S 吸引tfられ る酸素間の 此 の 比は呼吸商 t 呼 ば れ 、 若 し動物體 が その 生活な 炭水化物 のみ に依存

す れば呼吸商【ミ
ー

で あ ろ 。 それ故 、 若 し被實驗艦が 0．9の 呼吸商な もち而 して酒情 な 飮用 し力場合 、 他 の編て の絛

件 が 不變であ る ミ すれば 、 呼吸商にお け る低 下 は酒精が動 物 體 内 に浩費ぜ られれ證擦 ミ な ろ 。 デ ユ リ ヒ は本法 な

山嶽L：tsい て實驗 し、酒vRlt有 効的形態 にお い て エ ネ ル
・
￥　・一給源 ミ な噺 尋る ミ決論 し†こ。 ア ト ワ ーpt　b 及び ペ ネ

ヂ グ トに實驗 へ の 基礎 ミ して 勇體の 熱發堂 な 使 ひ、その †：めの測定装置な 案出しアこ。 此 の カ ロ リメ ーター’　tt非常

に尨大 な もの で 、均體 か ら放散され る 熟は ・材 プな邁 つ て循邏 す る水 L：よつ て集め られ而 し て 淌費 され る酸素量

S 放散 さ・れ る炭酸瓦斯 量 も同時 に計算 ぜ られ 左 P うに しt：。 炭水化物5（．lt蛋白質の 1 瓦は燃燒 の 際 4 カ ロ リー
、

他方脂肪 の 同量は 8．9 力 ロ リーであっ tl。 兩氏は酒續 も脂肪や 炭水化物 建匹轍し 、 而 して酒精が炭水化物 や 脂肪

に富 め る食事 ご 同時 に攝 られ うな らば 、 炭水化物夂 は脂肪は節約 ぜ られ 、 燃燒の代 唄 蕩 醴 中 1：蓄Ptdられ る 二

t な發見 しナこo

　蛋 白質の 窒素ば身體の特蘇細胞 に よつ て（主 t し て肝臓）分 子 か ら分離 され 、 殘餘 の分 子 は脂肪 P 炭水化物 ミ同

一方法で エ ネ ル ギ
ー給源 ミ な る 。 し †1が つ て 或 る程度 まで 脂9fiJ（．lt炭水化物 ［：よつ て 蛋 白質攝 取 ltnt小 され 而 し

て 酒精 が これ ら食品 1：對 し代 換物 こ して用 ゐ られ ろ場合同一方法 で 蛋白質節約 ご な る 。 要す ろ に酒精は酸化の 間

1：　＝一　a・　n・　￥ − Seva離す る以上 に此 の 目的の アこめ i：使用 され ろ食品の 何れ かな代位 し而 して 淌費d られ7；酒 精は そ

れが代位す る脂肪又 は炭水化物 の食晶價即 カ ロ リーt 同
一量な もつ 。 酒緒が 炭水化物、脂肪 に富 め ろ食事 tt附加

さ れる t らば脂肪 lt身體内 lt蓄積 e られ る t い ふ ア ト ワ ータ ー及 び ペ ネ ヂ ク トの 報 告lt、飮酒家 ［：肥滿e ろ人の

多 い 現象を 説 明す る。 こ は脂肪が 勇軆 内 に貯 積 ぜ られて 體 重 の 墳加な 招 來 しtlの で あ る 。

　他方勇軆 の要求 に不 充 分 な る 食事では、身體の 蛋白質はエネル ギ ー源 t 利用 d らゐ べ く分解 S られる。 常習的

酒客の場合、酒精の 棺當 量が 或 ろ 點 不 充分な ろ食事 に逍加 ぜ られ ろ場合，勇體蛋白質の ヨ リ以上 の分解は妨 止 e

られ る 。 併 し 非常習飲酒家 にお い て は効 果 は異 る 。 こ の 場 合 、 最初 の 酒 構飮 用 の 數 日間 は身體蛋 白質 に中毒作用

々 營み過度の 分解 を 処 す が 、 こは後 ［：常習飲酒家 の場合 の P う 1：中毒作用は停止 して 勇鱧蛋白質は保護tiら ろ ・

に至 る 。 しか し此 の 問題 は決定的 に解決ぜ られ†この ではない 。 酒構の 酸化作用は エ ネ ル ギ ー給源すこり得 るで あ ら

うが 、 メ ラ ン ビ ーは民の 實驗では未確定だっ ナこミ い ふ 。 しか しソ ム マ
ーカ ン プは酒糟は蓮動に利用 d られ ろ こ ミ

を 決定的 1：證明 しt：t 。 即 ち酒精で犬 な 飼育の 場合 i 炭水牝 物、脂肪、蛋 白質の 燃燒か ら遊離ぜ られずこエネル ギ

ーな 以て して は その 勞働の營爲な 設 明 す る1：不 充分であ つ t：ご 。 それ故酒精の 酸化ば筋肉緊縮 へ の 直接 エ ネ ル ギ

ー源で テ けれ ば ならn 。 尚且 同氏ば筋肉勞働後斷食の 人の 尿 中 の増大 す る窒素量に蔔葡糖又は酒情の何れか存 與

へ る こ ミ に よつ て除 か れ る 巴報 じすこ。 他 の 方法 に お い て フ ア ン ・フ ーゲ ン フ ィ ッ ェ 及 び ニオ ヴ エ ソ フ イ ツ エ も勞

働作業へ の 酒情の効用な證明 し†こ。

　若 し酒構 が邁宜 に お い て攝 られ る tgらば 二に實際 上體 内 で 完全 に酸 化 ぜ られ ろ 。 燃燒 す る 量 へ の數字は約90 〜

96％でにない か ミ考 へ られ ろ が 、ア ト ワ ータ ーは98〜99％が 眞實であ ら うピ 踪 し t；e さて この 酸化作用完了へ の

必要な時間 li．飲用量 1：よつ て異 t る 。 ヒ ツ ギ ン ス の 精細t 研究 に ょれ ば、酒精は人軆 にお い て飮用後 5〜11発 の

間 1：相 當 量燃燒 し始 め、最初 の 2時間li　3．46cc の 酒覊 が 1 日芋問 1：っ き燃燒 、 しt：bSつ く 30ccの酸化 に變 して 8 時

間が必要 だ らう。 メ ラ ン ビーに犬は體重 1瓩當 O．185ccを 1時間 に 、 人間ば雫均體重 1こお い て 7〜 10ccピ計算 し

ナこ。 酒緒は完全 ［：燃燒 す る時水 ミ炭酸瓦斯 L：itろ ミ假定 ぜ られ て ゐ る が 、 ア ル デ ノ ・イ トや 醋酸の や うな中間體 亡
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7 るの でたか らうか 。 而して種 々 な る器管が い か な る 役割な酸化作用 t：つ S める か の 點 は不 明 だ 。

　以上訊 く
・t こ ろに よつ て 種 々 の疑點はあ る が大體酒精が エ ネル ｝

’
　一一給源 ヒなる こ ぜ は明

』
白であ る。 例へ ば飮用

が正確に時間上 の へ だれ Uな整へ て攝 られ る場合 、 休息時の 必要全 エ ネ ル ｝
’
　・一の 50％は血液 の酒精濃度な 極端に

上 昇 ぜ し めす して 供 給 し得 る が、大 量飮用の場合 lt如何。 前述 の 如 く酒情は勇體内 L： い か程 の 濃度あ vJ　t もその

酸化作用 は同
一攀で瞥ま｝Xて 、 脂肪や炭水化物 の 如 く身體 i：利用 ぜ られ るSCI：比例 して酸化 され殘蜍は蓍蹟ぜ ら

れ る こ t の ない の は その 缺 點 であ る 。 即時淌費へ の 必 要 以 上 の 炭水牝物の 攝 取 lt　）’　iJ コ ーゲ ン L：rp形 して主 t し

く肝臓 P 筋肉中 に蓄積 さ れ る、
』
而 してグ リ コ ー

ゲ ソ E し（保存 d られ る以外 L：その 過剰は脂SUl：變形 される。 即

時 の必要量以上 の 脂肪 の 攝取は皮膚下 及 び腹部 に蓄積 され る 。 組織 を つ く η1出すべ く淌費 され；6 蛋
’
白質以外 の ぞ

．
れ【t脂肪及 び炭水化物に變形 してエネル ギ ー源 tt ろ 。 酒精は反封 に酸化 され ろ迄酒緬 電 し て 殘留 し、雌 の 期間

中身體各器管 の作用 t：tw定的影響を 營み つ S
’
け る。 殊 r一中樞瀞經系 へ の 影響 の 如 きその 最 も著目す ぺ き點 であ る 。

以下各 器管へ の 影響な 考察 して み ろ 。 （以下次號）

動力用 ア ル コ ー ル の 規格 （獨逸）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺 　　本　　四　　郎 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　　村　　榮　　一

　躅 邁 に於 け る動 力用 ア ル コ ール は全 部政府 の 專賚事業電 なつ て居 ろ e 即 ち内 燃機關用燃料 t して 酒精 の 混合使

用 々 強制 ぜ られ て居 ろ結 果 各酒精工 腸 で 生産 ぜ らる 」 無水酒精は一度政府で買上げられ後 自動車用燃料 t して又

他 の 工業用 ア ル コ ール t し て一
定 の 標準價格を 以 て 販賣ぜ られ て居 る 。 而 して酒精の 買上eri：際 しては濁逸酒情

専責管理 局 に於て 一定の規格fe設定し それ に俵 つ て買上 品 の 試驗 な 行つ て居 る 。 著者等lt次 1：　：の規格Ut　l：之 に

よ る
一
工場 の製 品試驗結果 な 記載して見 よ う。

　　　　　　　 標　 準　　規 　 輅

　　　　1．酒 精　濃 度

　動 力用酒構 の 濃度 はZF 均99．6重量†こる軌 要す る 。

　　　　2．灰　　　　　分

　灰分はガ ラ ス 性濾過坩堝 （Glasfittertiegel）IG3 に依 り濾過 d る酒精 1000g 中 に 0．QO5暮 以上含有 e ざ る こ ミ 。

　　　　3．ク ロ ール 試驗

　動力用酒情 の ク ロ ール 含有量は 1COOccm 中 O．OO　1．g 以上 に逹ぜ ざ る こt 。

　　　　4 ．酸　　　　 度

　動力用 酒構の 酸度 tt　3 以上 i らざ る 二 t 。 但 し酸度 ピ は ！OQccm 中 に含 有 す る酸 量奄醋 酸 の mg 數 ミ し て 換算

ぜ る もの 。

　　　　5・ア ル デ ヒ 宀ド試験

　試験方法 は後 t：Ptべ る逋 vJ であ るが之 1：esす る 制限は決定 して 居 らぬ 。

　　　　　　　 測 　　定　　方 　　法

　　　　1．酒　精　濃　度

　酒精濃度は無水 ア ル コ ール 用酒精計及 び 酒精表 よ り決定す る 。
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